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COBOLはなぜ今も重要なのか

現場課題解消に向けた日立COBOL2002の対応
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COBOLはなぜ今も重要なのか
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COBOLは、止められない基幹業務で今も現役

COBOLはなぜ今も重要なのか

etc.

銀行オンラインシステム

国や地方自治体の税金計算システム ガス・電力料金計算システム

カード会社のクレジットカードシステム

座席予約システム（鉄道 ・ 航空）

コンビニエンスストアの受発注管理システム

社会インフラを支え続けるCOBOLは、社会やビジネスを動かす「止まってはならないシステム」
で使われ続けています。
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基幹系で使われ続けるCOBOL

COBOLはなぜ今も重要なのか

COBOL

37%

Java

17%
VBA

8%

その他

38%

最も使っている言語（基幹系）

N=164

※：本スライドは、一般的なCOBOLの市場動向に関する情報の提供を目的としたものです。特定の商品・サービスを推奨しているものではありません。

出典：日経クロステック2024年11月18日掲載 最も使っている言語は「Python」が2連覇、急上昇したのは「COBOL」 (https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/03006/111400004/)より当社作成(一部を抜粋) 

基幹系システムでは、技術の新旧ではなく「安定性・実績」が言語選択の決め手。
COBOLは、その要件を満たし続けている言語です。
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6割を超える企業でCOBOLのシステムが稼働中 8割は継続、リプレース予定は2割

ある 61.6%

ない 28.6%

分からない 9.5% 無回答 0.3%

COBOLシステムの利用実態

N=1,348

具体的なリプレース計画

がある 23.0%

リプレースしたいが具体的

な計画は無い 23.0%
当面、使い続ける 53.9%

無回答 0.1%

COBOLシステムの今後の計画状況

N=830

多くの企業が「置き換え」ではなく「継続活用」を選択

COBOLはなぜ今も重要なのか

出典：日経SYSTEMS 2019年6月号 1300人調査で分かった還暦COBOLの利用実態



6 ©Hitachi, Ltd. 2026. All rights reserved 

長年の実績に裏付けられた「安心・安定・信頼」の技術特性

COBOLはなぜ今も重要なのか

・COBOLからSQLでDBアクセス

埋め込みSQLにより、データベース処理を直感的に記述・理解可能

他技術との親和性

・既存のプログラム資産を活用可

実績あるCOBOL資産を生かしながら、新たなビジネス要件へ対応

・国際規格により仕様が安定

互換性を維持しつつ、国際標準として継続的に改訂

長期利用を前提とした資産価値の高さ

・金額計算に強い

固定小数点・十進数演算により、金融・会計処理で求められる高い正確性を確保

・大量データ処理に強い

レコード単位での高速I/O処理に適し、大規模バッチ処理を安定して実行

金融・社会インフラに適した言語特性

・必要メモリー量が見積もりやすい

静的なデータ構造により、設計段階でリソースを正確に把握可能

・プログラム構造が理解しやすい

実行時に複雑な参照関係を生成せず、長期保守・運用に適した設計

大規模基幹系を支える安定性・予測性

COBOLは「古い言語」ではなく、基幹系システムに求められる特性を磨き続けてきた言語です。
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進化し続けるCOBOLの国際規格

COBOLはなぜ今も重要なのか

国
際
規
格
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

第2次
相対・索引ファイル

ほか

第3次
構造化プログラミング

ほか

第4次
オブジェクト指向

ほか

第5次
容量可変な配列

不定長データ項目

ほか

第1次

1968年～ 1974年～ 1985年～ 2002年～ 2014年～ 2023年～

第6次
プログラム内コミット&

ロールバック

ほか

20XX年～

第7次
JSON入出力

ほか

COBOLは「古い仕様のまま残っている言語」ではなく、基幹系システムの要請に応じて進化を
続ける国際標準です。

COBOL次期規格（第7次）プロジェクト進行中
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事例 移行元システム 移行先システム 資産規模 期間

Ａ VOS3 Linux COBOL ：約12,700本 JCL ：約8,200本 48ヶ月

Ｂ VOS3 Linux COBOL ：約20,400本 JCL ：約1,200本

 アセンブラ ：約2,100本

64ヶ月

Ｃ VOS3 Windows COBOL ：約8,200本 JCL ：約2,300本

 アセンブラ ：約300本 Natural ：約1,800本

Q ：約4,700本

33ヶ月

Ｄ VOS3 Windows COBOL ：約400本 JCL ：約4,200本

 アセンブラ ：約20本 KCORAL ：約4,500本

26ヶ月

E AIX Linux COBOL ：約6,000本 シェルスクリプト ：約7,500本 50ヶ月

F HP-UX Linux COBOL ：約20,000本 シェルスクリプト ：約500本

C ：約600本

33ヶ月

G HP-UX Linux COBOL ：約20,000本 シェルスクリプト ：約12,000本

C ：約6,000本

33ヶ月

H AIX Linux COBOL ：約8,000本 21ヶ月

資産を有効に活用し、変化に対応できるシステムの構築やコスト低減を実現しています。

COBOLはなぜ今も重要なのか

COBOLのモダナイゼーション事例
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現場課題を救う

生成AI活用の可能性
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COBOL資産の

ブラックボックス化
COBOL技術者不足

COBOLを取り巻く現場課題

現場課題を救う生成AI活用の可能性

• 長年にわたるメンテナンスでシステムが
肥大化・複雑化

• 整理・ドキュメント化が必要

• COBOL技術者の多くが高齢化により
開発現場から引退

• COBOL言語の新規学習者は少ない
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運用・保守テスト開発設計

アプリケーション開発・保守における生成AI活用

現場課題を救う生成AI活用の可能性

現状分析・要件定義プロセス

母体調査

影響調査

要件定義書作成

コーディング

リファクタリング

コードレビュー

設計書作成

テストケース生成

テストコード生成

デバッグ

障害調査

生成AIを活用した技術者の支援により、さまざまなユースケースで課題の解消に期待

ユース
ケース
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顧客事例：金融基幹系における生成AI活用の可能性を探る

金融基幹系システムで、製造・単体テスト工程における生成AI適用の課題抽出や生産
性向上効果を評価するため、技術検証(PoC)を実施

# プログラム名
一般的な開発における

コーディング作業時間※1

生成AI利用時の

作業時間※2,3
開発生産性向上効果

1 プログラムA 110分(1.8時間≒半日弱) 約90分 約19％

2 プログラムB 156分(2.6時間≒半日弱) 約110分 約30％

※1 COBOLの一般的なコーディング作業時間は情報処理推進機構発行のソフトウェア開発データ白書2018-2019を参考に算出
※2 生成AIを用いたコード修正処理フローの実行時間と、開発者によるコードの確認・修正時間を足し合わせたもの
※3 現行設計書から生成AI用フォーマットへの変換にかかる時間を除く

■プログラムのコード修正に適用した効果

# プログラム名
テストケース数

難易度 品質評価
生成数※1 正解数※2

1 プログラムA 12ケース 11/13ケース 中
再現率：85%
適合率：92％

〇

2 プログラムB 22ケース 15/21ケース 中
再現率：71％
適合率：68％

〇

■単体テストケース生成 品質評価

※1 生成数：生成AIが作成したテストケース数

※2 正解数：生成AIが作成したテストケースのうち正しいと評価したケース数。分母の数字は生成すべきテストケース数

現場課題を救う生成AI活用の可能性

出典：2025年4月10日開催 ITモダナイゼーションSummit Web Live 2025 「金融基幹系システムでのCOBOLアプリケーション開発への生成AI適用事例」
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関連情報ツールユーザー資産

AIエージェントによる高度な作業支援で、さらなる課題解消に期待

現場課題を救う生成AI活用の可能性

ソースコード APIコマンド スクリプト開発者 AIエージェント
業務仕様書 システム設計書 COBOL言語仕様

✓  蓄積された膨大な情報を参照し、ブラックボックス化した資産の調査を効率化

✓  COBOL言語や対象システムの経験が浅い開発者でも効率的に作業が可能

将来像：AIエージェントがCOBOL言語やシステム仕様に精通した

熟練技術者のように作業遂行
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特定の目標を達成するのに必要なタスクを自律的に作成し、

計画的に各タスクを実行するAIシステム

人間がゴールとなる目標だけを設定すれば、AIエージェントが以下のような作業を自動で行う

AIエージェントとは

現場課題を救う生成AI活用の可能性

必要なタスクの洗い出し

各タスクの順次実行

必要なプログラムの生成と実行

情報の収集と分析

環境との相互作用

実行結果の評価

出典：AIエージェント（AI Agent）とは？：AI・機械学習の用語辞典 - ＠IT   https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2411/06/news021.html より作成
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試行：AIエージェントによる課題解決の可能性を探る

現場課題を救う生成AI活用の可能性

 AIエージェントがCOBOLソースを調査・理解できた

• 大規模なCOBOLソースの調査効率化にも期待

  COBOL資産のブラックボックス化解消に寄与

 AIエージェントがCOBOL言語やプログラム仕様を理解し、

 日本語の指示で調査、解説、改修できた

• 経験の浅いエンジニアの学習・開発の効率化に期待

  COBOL技術者不足解消に寄与

AIエージェントを使用して、小規模なサンプルCOBOLプログラム*
の改修を試行 * 規模：計 250  step（メイン1本、サブ2本、登録集原文2本）

手法

試行

結果・可能性

指示

ステップ１：既存ソース調査

ステップ２：修正方針策定

ステップ３：ソース修正

ステップ４：ビルド確認

ステップ５：サンプルテスト

結果と考察

留意点

 指示の質が重要

• 結果を安定させるためには、高品質な指示が不可欠

 人間によるレビューが必須

• 処理結果が変動し、誤りが発生する場合があるため、

結果の正しさは人間による確認が不可欠

改修作業を5つのタスクに分割し、初回にまとめて指示。
AIエージェントに各ステップを順次処理させる。

ソースコード
（登録集原文を含む）

ビルド用スクリプト

テスト用スクリプト

テスト用入力ファイル

AIエージェントが参照する情報

出典：2025年12月18日開催 COBOLオンラインLiveセミナー ～事例でご紹介！ マイグレーションの勘所と生成 AI×COBOL～ 講演資料「生成AI活用で変えるCOBOLの未来 ― 可能性と展望」
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現場課題解消に向けた

日立COBOL2002の対応
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生成AI支援開発を実現するVisual Studio Code(※1)での開発をサポート

生成AIサービス (※2)

Visual Studio Code

ソースコード/質問

回答/提案

コンパイル

プログラミング

テストデバッグ

現場課題解消に向けた日立COBOL2002の対応

生成AIと連携し、COBOLの調査から改修までを対話的に効率化
言語仕様・処理内容の理解支援、ソース修正案の提示による実装支援 など

※1  Visual Studio Code (VS Code) は Microsoft社が提供する無償のコードエディタです。

Windows版 COBOL2002 Version 5で提供する拡張機能をVS Codeにインストールすることで利用できます。

※2 Visual Studio Code から利用可能な生成AIサービスを別途ご用意ください。

生成AIの出力の正しさは十分にご確認の上でご利用ください。
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主・副プログラム間の引数属性や個数などが一致しない箇所を
検出し表示

プログラム呼び出し関連、未使用プログラムをブラウザで表示

データ項目の転記箇所をすべて追跡表示、影響範囲を見える化

プログラムの制御構造を木構造的に表現、処理を見える化

メモリー破壊などを未然に防止

プログラムの「見える化」で、調査分析工数削減

影響個所を色付けした

ソースファイル

データ間の影響

関係を表したツリー

データの使用個所一覧

Prog D.

Prog A. Prog B. Prog C.

プログラム呼び出し関連が見える！ 未使用資産が見える！

Prog C.

Prog A. Prog B.

? Prog H.

PERFORM Sec-B 

PERFORM Sec-C

節:Sec-A

段落:Proc-A

IF  D1=V1
ELSE

段落:Proc-B

プログラム呼び出しの引数渡しも、すべて追跡表示

PAD（Problem Analysis Diagram）表示機能のサポート

現場課題解消に向けた日立COBOL2002の対応
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開発コストを抑えて生成AIなどの新サービス
を活用可能

既存のCOBOL資産を活用

Java⇔COBOL連携で既存業務ロジックの
信頼性を維持しつつフロント系を拡張可能

Java資産も有効活用

クラウド・コンテナに対応

強固なサポートと保守性

既存COBOL資産をそのままクラウドへ移行し
モダナイゼーションが可能

自社製品のため保守サポートも充実
長期のサポートも可能

既存のCOBOL資産を生かしながら、段階的なモダナイゼーションを実現

「全面刷新」ではなく「活用と進化」という選択

日立のCOBOL2002を使った既存資産の活用

現場課題解消に向けた日立COBOL2002の対応
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COBOL2002では、効率の良い開発や資産の利活用のために
さまざまなサービスや機能を提供しています

⚫VS Codeでの開発環境

⚫統合開発環境

⚫影響調査機能

⚫単体テスト支援機能

⚫PostgreSQL連携機能

⚫トランザクション連携

⚫ Java連携

⚫サーバー移行支援ソリューション

⚫システム検証支援サービス

⚫データ加工ソリューション

⚫ミドルウェア移行支援ソリューション

⚫文字コード変換ソリューション

⚫Application Lifecycle 

Management サービス

⚫COBOL研修サービス

Solution Product

詳細は、COBOL2002のWebサイト「https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/cobol/」を参照してください。

課題解決を支援するサービスと機能

現場課題解消に向けた日立COBOL2002の対応

https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/cobol/
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大切なビジネス基盤を、安心の長期サポートのもとで次の世代へ

AIの力で実績あるCOBOL資産を有効活用し、人材不足が課題となるCOBOL領域においても、

安心して継続できるSDLC*の実現をめざします

製品ロードマップ

* Software Development Life Cycle：ソフトウェア開発ライフサイクル

生成AI連携可能な
開発基盤提供

顧客システム及び製品仕様を
考慮した生成AIによる作業支援

AIエージェントによる
開発保守作業の自律的支援

現在

Phase 1

Phase 2

Phase 3

20402025

サポートサービス提供COBOL2002
Version 5

製品ライフサイクル

延長／後継製品
（ニーズに応じた延長・次世代製品へ）

現場課題解消に向けた日立COBOL2002の対応
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株式会社 日立製作所 マネージド＆プラットフォームサービス事業部

COBOL拡販担当   E-mail：COBOL2002@itg.hitachi.co.jp

本資料についてのお問い合わせ

関連するURL

お問い合わせいただく前に、「個人情報保護に関して」※をお読みいただき、記載されている内容に関してご同意いただく必要があります。

ご同意いただけない場合には、お問い合わせに回答できない場合があります。

お問い合わせへの個人情報のご提供は、ご本人さまの任意です。ご提供されない場合は、お問い合わせに回答できない場合があります。

「個人情報保護に関して」※をよくお読みいただき、ご同意いただける場合のみ、上記のE-mail宛先に送付ください。

※「個人情報保護に関して」（https://www.hitachi.co.jp/utility/privacy/index.html）

• COBOL2002のWebサイト「https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/cobol/」

• ITモダナイゼーションソリューションのWebサイト「https://www.hitachi.co.jp/products/it/CloudDX/modernization/index.html」

お問い合わせ先

mailto:COBOL2002@itg.hitachi.co.jp
https://www.hitachi.co.jp/utility/privacy/index.html
https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/cobol/
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他社商品名、商標等の引用に関する表示および免責事項
《他社所有名称に対する表示》

● Excel、Visual Basic、 Microsoft、Windows、 VS Code は、マイクロソフトグループの企業の商標です。

● Linuxは，Linus Torvalds氏の米国およびその他の国における登録商標です。

● Oracle、Java、MySQL及びNetSuiteは、Oracle Corporation、その子会社及び関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。

NetSuiteは、クラウド・コンピューティングの新時代を切り開いたクラウド・カンパニーです。

● その他記載の会社名、製品名などは、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

《免責事項》

● 画面表示をはじめ、製品仕様は、改良などのため変更することがあります。

●本製品を輸出される場合には、外国為替および外国貿易法の規制ならびに米国輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認の上、

必要な手続きをお取りください。 なお、不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。
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